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１．はじめに 

 近年，車載カメラで外界を認識し運転を支援する技術が

注目されている．その例として道路標識の認識がある．従

来の標識認識では，画像中に大きく撮影された比較的品質

の高い画像に対して研究がされてきた．一方，本研究では，

広角の車載カメラで撮影した遠方の道路標識の認識を目標

とし，低解像度な標識の認識手法について検討する．低解

像度画像の認識は困難な課題であるが，今回は，学習法の

工夫，複数フレームの利用により認識精度を高める手法を

検討したので報告する．我々はすでに低解像度文字の認識

法と学習法 [1]を提案しているが，本報告はその技術の低解

像度道路標識への応用となっている． 

２．部分空間法を用いた道路標識認識 

部分空間法による認識では，適切な学習画像の収集は一

つの課題である．本手法では，撮影で低解像度になる過程

をモデル化し，その劣化モデルを用いて様々な学習画像を

生成する手法を提案する．ここでは，まず認識に用いるカ

メラの特性から，劣化関数を推定[2]する．観測される画像

は，認識対象となる標識（ここでは速度標識の 10～80）の

原画像 f に，劣化関数 h を畳込むことにより生成されると仮

定した．学習サンプルは式（1）により生成する．更に，位

置ずれ等も考慮し，多数の学習画像を生成する． 
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(a)原画像   (b)劣化関数   (c)学習画像 

Fig.1  劣化画像の生成 
 

生成した学習画像から部分空間を作成する手法について

述べる．まず学習画像をベクトル表現し，そのベクトルの

自己相関行列の上位Ｍ個の固有値に対する固有ベクトル u j
（j = 1, 2, ･･･, M）を求める． 

認識では，認識対象の画像を y とすると，学習した標識

の部分空間との類似度を次の式で求める． 
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全ての種類の標識の部分空間との類似度を計算し，最も高

い類似度を与える標識を認識結果とする．複数フレームを

用いる場合は，フレーム毎の類似度の和を新たな類似度と

して認識を行う． 

３．道路標識認識の予備実験 

標識「20」につき，原画像との単純な照合による認識率

と，本手法による認識率とを比較した．本手法では，8×8
～32×32 の 25 通りの大きさで学習サンプルを作成し（後に

大きさの正規化を行う），それぞれに対し，位置ずれを考慮

し 25 通りのサンプルを作成した．合計 625 個のサンプルを

用いて学習し，固有ベクトル上位 5 個を認識に用いた．標

識画像 100 枚に対して認識実験を行った．また，さまざま

な距離で標識を撮影し，認識率を比較した．Table 1 に示す

結果から，生成型学習による認識率の改善が見られた． 

    

25m<16>  30m<14>   35m<12>   40m<10> 
Fig.2  撮影画像（撮影距離<一辺の大きさ(画素)>） 

 
Table 1  標識認識精度 

撮影距離 25m 30m 35m 40m
生成型学習なし (%) 53 23 26 3
生成型学習あり (%) 59 37 43 45  

４．おわりに 

予備実験結果により，認識率の向上は見られた．しかし

まだ学習サンプルが現実の劣化特徴を十分に反映していな

いために，低い認識率に留まっている．今後，更に多くの

データで実験をすること，さまざまな撮影条件に対応する

ための学習法を検討することを予定している． 
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